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短
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│
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四
月
・
過
ぎ
る 

│
│ 

 

〝
イ
ラ
ク
違
憲
〟
の
判
決
告
ぐ
る
夜
の
ニ
ュ
ー
ス

裁
判
長
の
名
を
記
憶
に
刻
む 

 
 
 
 
 
 

（
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
兵
裁
判
を
聞
く
） 

 

先
導
が
黄
色
の
旗
を
高
く
振
り
雨
の
三
島
の
ピ
ー

ス
ウ
ォ
ー
ク 

 

〝
妙
法
蓮
華
経
〟
太
鼓
ひ
び
か
せ
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー

ク
の
僧
ら
長
く
合
掌
す 

 

僧
が
い
て
在
日
が
い
て
元
兵
士
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の

物
語
持
ち
歩
く
人
び
と 

 
 
 
 
 
 

（
〝
９
条
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
〟
を
歩
い
て
） 

 

あ
る
時
は
聖
堂
か
ら
の
声
と
な
る
心
を
視
つ
め
る

そ
の
人
の
眼
差
し 

 
 
 
 
 
 

（
小
川
国
夫
逝
く
） 

浅
野 

和
子 

  
 
 
 

―
― 

憂
鬱
な
春 

―
― 

 

風
吹
け
ば
く
し
ゃ
み
お
も
わ
ず
飛
び
出
し
て
け
だ

る
き
日
和
花
粉
の
飛
び
舞
う 

 

菜
の
花
の
咲
き
た
る
野
辺
を
見
わ
た
せ
ど
還
暦
の

身
は
心
も
浮
か
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鬱 

初
老 
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の
一
つ
と
し
て
埋
没
さ
せ
な

い
た
め
に
も
講
習
会
終
了
後

に
受
講
生
の
方
々
に
バ
ッ
チ

を
わ
た
し
て
つ
け
て
も
ら

い
、
偶
然
出
逢
っ
た
聴
覚
障

害
者
が
困
っ
て
い
る
と
き
に

手
助
け
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
目
印
が
あ
っ
た
ら
ど
ん
な

に
心
強
い
で
し
ょ
う
。
手
話

通
訳
制
度
の
よ
う
な
無
塚
強

い
な
い
よ
う
で
は
な
く
、
電

話
一
つ
掛
け
る
に
も
不
自
由

し
て
い
る
私
達
を
助
け
て
く

れ
る
救
い
の
バ
ッ
チ
に
な
れ

る
は
ず
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
一
聴
覚
障
害
者
〉 

を
つ
け
る
の
は
あ
な
た
方
で

し
ょ
う
。
助
け
て
も
ら
い
た

け
れ
ば
ま
ず
聴
覚
障
害
者
が

目
印
を
付
け
な
さ
い
。
手
助

け
は
そ
こ
か
ら
始
ま
る
の
で

す
。」「
バ
ッ
チ
な
ん
て
洗
濯

の
た
び
に
取
り
は
ず
す
の
は 

     

面
倒
だ
。
」
「
バ
ッ
チ
な
ん

て
・
・
・
。」 

 

今
の
時
代
胸
を
飾
る
も
の

は
ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
か
ら
ピ

ン
ク
リ
ボ
ン
、
ブ
ル
ー
リ
ボ

ン
、
緑
の
羽
根
、
赤
い
羽
根
、

会
社
員
は
自
分
の
所
属
団
体

の
バ
ッ
チ
を
後
生
大
事
に
つ 

ま
し
た
。 

 

そ
れ
ら
を
聴
い
て
い
て
思

う
の
は
援
助
の
対
象
と
し
て

聴
覚
障
害
者
は
含
ま
れ
て
お

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
見
え
る

目
が
あ
る
。
自
由
に
動
け
る

手
足
も
あ
る
。
働
け
る
。
耳 

     

く
ら
い
聞
こ
え
な
く
た
っ
て

ち
ゃ
ん
と
生
き
て
い
け
る
じ

ゃ
な
い
か
ー
。
こ
れ
が
健
常

者
の
聴
覚
障
害
者
に
対
す
る

意
識
な
の
で
し
ょ
う
。 

そ

の
石
で
私
は
か
ね
て
暖
め
て

お
い
た
バ
ッ
チ
の
こ
と
を
提

案
し
て
見
ま
し
た
。「
バ
ッ
チ 

    

害
者
）
の
声
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
手
話
バ
ッ
チ
に
つ
い

て
の
お
願
い
で
す
。 

手
話
の
出
来
る
人
が
バ
ッ

チ
を
つ
け
て
街
中
を
歩
き
、

た
ま
に
出
逢
っ
た
聴
覚
障
害

者
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
手

伝
っ
て
欲
し
い
と
の
内
容
で

し
た
。 

い
ま
か
ら
一
昔
も
前
に
福

祉
に
つ
い
て
語
る
場
に
身
を

置
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
各
分
野
で
肩
書
き
の
あ

る
方
々
が
、
そ
の
一
方
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
内
容
を
披
露
し
合
い 

  

二
～
三
年

前
に
、
朝
日

新
聞
に
読
者

（
聴
覚
障

測候所跡地問題（２） 

高層マンションの地盤は大丈夫か？ 
三島溶岩流による地下空洞の懸念 

efefefefefefegef 

イ
ト
ウ
ヨ
カ
ド
ー
）
守
衛
室

の
と
こ
ろ
に
同
社
が
ボ
ー
リ

ン
グ
し
た
コ
ア
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
貝
殻
混
じ

り
の
層
の
下
に
三
島
溶
岩
が

あ
っ
た
。
温
水
地
あ
た
り
の

ボ
ー
リ
ン
グ
で
も
溶
岩
が
出

て
い
る
よ
う
だ
。
ま
た
東
レ

三
島
工
場
の
西
南
隅
に
あ
る

井
戸
の
塀
際
に
は
工
場
建
設

当
時
の
井
戸
の
ボ
ー
リ
ン
グ 

efefefefefefegef 

efefefefefefegef 

コ
ア
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
見

れ
ば
誰
で
も
判
る
が
、
三
島

溶
岩
流
の
表
面
は
急
速
に

冷
却
さ
れ
て
固
い
岩
石
を

形
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、

内
部
は
温
度
が
徐
々
に
冷

却
す
る
た
め
ガ
サ
ガ
サ
の

ポ
ー
ラ
ス
状
で
、
場
所
に
よ

っ
て
は
空
洞
に
な
っ
て
い

る
。 三

島
か
ら
御
殿
場
に
か
け

て
の
三
島
溶
岩
流
の
中
に

は
多
く
の
溶
岩
洞
穴
が
あ

る
。
裾
野
市
伊
豆
島
田
に
あ

る
三
島
市
水
道
水
源
地
に

は
「
八
ｍ
に
も
及
ぶ
空
洞

（
ど
こ
に
消
え
た
か
三
島

の
湧
水
）」
が
あ
る
。
新
幹

線
三
島
駅
北
口
の
旧
三
共 

 

製
薬
跡
地
や
三
島
北
中
学
校

校
庭
に
も
溶
岩
洞
穴
が
あ

る
。
裾
野
市
役
所
の
地
下
に

溶
岩
洞
穴
が
発
見
さ
れ
た

時
、
庁
舎
が
崩
壊
し
な
い
か

心
配
さ
れ
大
掛
か
り
な
調
査

が
さ
れ
た
。 

さ
て
、
三
島
市
内
で
三
島

溶
岩
流
が
あ
る
と
予
想
さ
れ

る
地
域
に
、
現
在
約
二
〇
棟

余
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
あ

る
。
そ
も
そ
も
三
島
溶
岩
流

の
上
に
こ
れ
ら
を
建
設
す
る

こ
と
事
態
が
問
題
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
下

部
地
盤
は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

に
十
分
耐
え
ら
れ
る
か
疑
問

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
三
島

溶
岩
流
が
あ
れ
ば
そ
の
内
部

は
ポ
ー
ラ
ス
状
の
ガ
サ
ガ
サ

の
岩
石
や
、
時
に
は
高
さ
数

メ
ー
ト
ル
の
溶
岩
空
洞
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
三
島
市

は
建
築
許
可
の
際
、
業
者
に

地
質
な
ど
十
分
な
調
査
を
指

導
し
て
い
る
と
思
う
が
心
配

で
あ
る
。
か
と
い
っ
て
、
ボ

ー
リ
ン
グ
を
す
る
ほ
ど
に
地

下
水
圧
の
降
下
を
ま
ね
き
、

三
島
湧
水
群
に
影
響
す
る
。 

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
強
度
偽

装
が
政
治
問
題
に
な
り
、
立

件
さ
れ
た
以
降
も
企
業
ぐ
る

み
の
建
材
や
橋
梁
材
の
強
度

不
足
が
次
々
と
明
る
み
に
出 

 

   

efefefefefefegef 

け
て
い
ま
す
。「
手
話
が
出
来

ま
す
バ
ッ
チ
」「
手
話
で
助
け

て
く
だ
さ
い
バ
ッ
チ
」。
バ
ッ

チ
を
つ
け
る
の
は
聴
覚
障
害

者
な
の
か
、
は
た
ま
た
健
常

者
な
の
か
、
三
島
市
で
は
毎

年
手
話
講
習
会
を
開
催
し
て 

     

手
話
の
普
及
に
努
め
て
下
さ

い
ま
す
が
、
講
習
会
が
終
わ

っ
て
し
ま
え
ば
受
講
生
は
チ

リ
ジ
リ
バ
ラ
バ
ラ
。
ど
こ
の

誰
方
が
手
話
が
出
来
る
の
か

な
か
な
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

折
角
苦
労
し
て
覚
え
た
手
話

を
単
な
る
カ
ル
チ
ャ
ー 

efefefefefefegef 

efefefefefefegef 

 

四
月
二
九
日
の
み
ど
り
の

日
に
沼
津
、
清
水
町
、
三
島
、

韮
山
等
、
県
東
部
の
総
勢
四

百
人
を
越
す
人
達
で
富
士
山

浅
木
塚
で
の
植
樹
が
行
わ
れ

た
。
三
島
か
ら
は
市
の
職
員

や
「
三
島
勤
労
協
、
三
島
ホ

レ
ス
ト
ク
ラ
ブ
、
三
島
自
然

を
守
る
会
、
三
島
緑
の
会
」

な
ど
六
〇
数
名
が
参
加
。
ま

た
、
沼
津
か
ら
も
一
般
参
加

者
、
沼
商
Ｏ
Ｂ
会
、
清
水
町

か
ら
は
地
元
の
自
然
保
護
団

体
や
小
学
生
な
ど
多
数
が
参

加
し
た
。
当
日
は
用
意
し
た

ブ
ナ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
、
ミ
ズ

ナ
等
の
苗
木
三
六
四
本
よ
り

も
多
く
の
参
加
者
で
、
作
業

は
一
時
間
程
度
で
終
了
し

た
。 

 

こ
の
富
士
山
植
樹
は
地
下 

三島児童文学を語る会 ３５３回 

５月例会のお知らせ 
日時：５月２６日（土） 

１４時３０分～１６時３０分 
（小出正吾児童文学顕彰会総会のあと開会） 

場所：本町タワー４階 

テキスト 「無人島の四年間」 
小出正吾文学全集④ P４３ 
資料提供・講師 根橋 章 
事務局 小嶋利信 堀川尚子 山口当子 

TEL ９７１－３３４８(山口) 

私のコレクションを観に来ませんか、 
販売も致します。 
人間国宝作品もあります！ 
（東海登山バス）市内循環・夏梅木経由 
つつじが丘上バス停から１０秒 

地
。 会

で
は
毎
年
、
植
樹
、
下

草
刈
、
食
害
対
策
、
ど
ん
ぐ

り
拾
い
、
観
察
地
の
活
動
を

行
い
、
沼
津
市
内
の
愛
鷹
山

麓
苗
場
で
富
士
山
で
拾
っ
た

ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
種

子
に
よ
る
苗
の
育
成
を
し
、

森
つ
く
り
の
学
習
も
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。 

efefefefefefegef 

聴
覚
障
害
者
か
ら 

手
話
バ
ッ
チ
へ
の
思
い
！ 

た
。
所
詮
、
企
業
は
金
儲
の

組
織
で
あ
る
。
住
民
や
居
住

者
の
利
益
は
考
慮
し
な
い
。

被
害
を
う
け
る
の
は
常
に
市

民
で
あ
る
。 

 

三
島
市
は
住
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
建
設
規
制
を
し

て
は
ど
う
か
。
陥
没
崩
壊
し

て
か
ら
で
は
遅
い
。 

〈
三
島
自
然
を
守
る
会
〉 

 
 

 
 
 
 

大
沼
倶
夫 

三
島
駅
北
口
に
東
横
イ

ン
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

等
の
建
設
に
は
疑
問
が
あ

る
。
市
は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
時
、
事
前
に
十
分
な
調

査
や
行
政
指
導
を
し
て
い

る
と
思
う
が
、
東
海
地
震
が

い
つ
発
生
し
て
も
不
思
議

で
な
い
と
騒
が
れ
て
い
る

お
り
で
あ
る
。
い
や
地
震
が

な
く
て
も
危
険
で
あ
る
。 

 

承
知
の
と
お
り
、
三
島
は

三
島
溶
岩
流
上
の
街
で
あ

る
。
溶
岩
流
の
範
囲
は
、

東
は
大
場
川
、
西
は
黄
瀬

川
、
南
は
国
道
一
号
線

（
バ
イ
パ
ス
）
辺
り
ま
で

あ
る
よ
う
だ
。
こ
れ
ら
は
蔵

田
延
男
氏
や
松
本
博
氏
、
黄

瀬
川
流
域
地
形
分
類
図
（
ど

こ
に
消
え
た
か
三
島
の
湧

水 

三
島
自
然
を
守
る
会 

参
照
）
や
静
岡
県
地
震
対
策

基
礎
調
査
報
告
書
な
ど
に

詳
し
い
。 

か
つ
て
は
日
清
製
菓
（
現 

 

フリー・マーケット 
毎月 第１、第３土曜日 
１０：００～１５：００頃まで 
新鮮野菜、干物、 
衣類･･･ｅｔｃ 
低価格で提供、 
価格応談 

徳倉２丁目２－３０ 
連絡先：９８８－１６５１ 

上岩崎公園 
駐車場 

フリーマー 
ケット会場 

efefefefefefegef 

民
俗
学
者
・
宮
本
常
一
の
夢
を
追
っ
て 

六
月
十
四
日
午
後
二
時 

「
う
た
と
コ
カ
リ
ナ
の
コ
ン
サ
ー
ト
」 

ウ
イ
ー
ン
か
ら
日
本
の
町
や
村
を
全
国100

カ
所 

コ
カ
リ
ナ
と
い
う
楽
器
を

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？ 

思
わ

ず
「
オ
カ
リ
ナ
？
」
と
聞
き

返
し
た
く
な
る
小
さ
な
木
製

の
楽
器
。
十
年
前
に
出
会
っ

た
ハ
ン
ガ
リ
ー
生
ま
れ
の
民

族
楽
器
を
黒
坂
黒
太
郎
さ
ん

は
「
楽
器
」
と
し
て
完
成
し
、

「
コ
カ
リ
ナ
」
と
名
づ
け
た
。

音
色
は
「
木
」
そ
の
も
の
。

野
山
で
吹
く
と
、
鳥
た
ち
が

一
緒
に
鳴
き
始
め
る
と
い

う
。
心
を
癒
や
す
不
思
議
な

力
を
持
つ
。
長
野
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
は
伐
採
さ
れ
る
運
命

に
あ
っ
た
木
で
コ
カ
リ
ナ
を

作
っ
て
、
地
元
の
子
ど
も
た

ち
に
贈
っ
た
。
原
爆
で
焼
け

焦
げ
た
被
爆
樹
、
廃
校
に
な

っ
た
学
校
や
取
り
壊
す
家
の

柱
な
ど
で
作
っ
た
コ
カ
リ
ナ

も
あ
る
。
新
潟
中
越
地
震
の

被
災
者
、
震
災
の
恐
怖
か
ら 

眠
れ
な
い
で
い
る
子
ど
も
や

お
年
寄
り
た
ち
に
コ
カ
リ
ナ

の
音
色
を
届
け
た
く
て
Ｃ
Ｄ

と
ラ
ジ
カ
セ
三
千
台
を
贈
っ

た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
筑

紫
哲
也
さ
ん
は
コ
カ
リ
ナ
の

音
色
を
「
音
に
よ
る
森
林
浴
」

と
い
う
。 

 

大
学
卒
業
と
と
も
に
フ
ォ

ー
ク
シ
ン
ガ
ー
活
動
を
始
め

た
黒
坂
さ
ん
の
、
地
球
環
境

や
生
活
を
テ
ー
マ
に
し
た
歌

を
中
心
に
し
た
コ
ン
サ
ー
ト

は
す
で
に
三
七
〇
〇
回
。
今

回
、
音
楽
活
動
三
五
周
年
を 

年
の
民
俗
学
者
・
宮
本
常
一

さ
ん
と
の
衝
撃
的
な
出
会
い

に
よ
っ
て
「
地
方
の
文
化
」

に
対
す
る
目
を
養
わ
れ
た
。

日
本
中
の
町
や
村
、
人
々
の

営
み
が
あ
る
と
こ
ろ
ど
こ
へ

で
も
出
か
け
て
い
く
「
野(

フ

ィ
ー
ル
ド)

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
」
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。 

 

三
島
で
は
、
コ
カ
リ
ナ
愛

好
会
三
島
支
部
主
催
で
、 

六
月
十
四
日(

土)

午
後
二
時

か
ら
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
・

三
島
教
会(

三
島
田
町
駅
よ
り

徒
歩
三
分)

で
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
く
。
入
場
無
料
だ
が
入
場

整
理
券
が
必
要
。 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
飯
野
（
０

９
０-

４
１
９
６-

１
３
９
２
）

ま
で
。 

楽々パソコン教室のご案内 
毎週水曜日 夜 

生涯学習センター 
５Ｆ（パソコン教室） 

午後７時～８時半 
月４千円、１回1000円 
【個別指導対応】 

ワード、エクセル、デジカメ、 

画像処理、ホームページ作成等 

連絡先：055-986-1301（勝俣） 

米軍再編強化による 

今沢・東富士基地の実態 
講演会 

日時：５月２０日（火）午後６時４５分 
会場：本町タワービル ４F 会議室 
講師：島田絢子さん（沼津９条の会幹事） 

入場無料 参加者フリートーク 
共催：みしま憲法９条の会 
   三島市民講座 
   三島・田方憲法９条の会 
連絡先：975-1349（福尾） 

記
念
し
て
、

全
国
各
地
の

町
や
村
で
そ

の
地
に
根
づ

い
た
コ
ン
サ

ー
ト
を
展
開

中
。
実
は
黒

坂
さ
ん
は
晩 

efefefefefefegef 

efefefefefefegef 

水
を
守
る
涵
養
林

育
成
活
動
と
し

て
、
県
東
部
の
自

然
保
護
九
団
体
が

設
立
し
た
、
柿
田

川
・
東
富
士
の
地

下
水
を
守
る
連
絡

会
が
中
心
と
な
り

一
九
九
七
年
以
来

行
わ
れ
て
い
る
活

動
で
あ
る
。 

 

植
樹
地
は
、
富

士
山
東
南
麓
、
海

抜
千
二
百
ｍ
前
後

の
地
で
、
平
成
八

年
九
月
二
十
二

日
、
台
風
十
七
号 

に
よ
る
風
倒
木
跡 

四
月
二
九
日 

富
士
山
植
樹 

三島測候所跡地 

４／２９富士山植樹で集まった人達 

演奏者 黒坂黒太郎氏 

う
ち 

 

三
島
測
候
所
跡
地
へ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
問
題
は
住
民
の

努
力
で
阻
止
で
き
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
際
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
三
島
か
ら
東
京
へ
新
幹
線
で
一
時
間

の
通
勤
圏
、
根
強
い
住
宅
需
要
が
あ
る
よ
う
で
、
近
年
三
島
で

も
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
ち
こ
ち
に
出
現
し
た
。
最
初
は
東
レ

鎧
坂
社
宅
（
寮
）、
そ
の
後
は
楽
寿
園
周
辺
、
平
田
屋
跡
、
最

近
で
は
本
町
タ
ワ
ー
に
続
き
、
ユ
ニ
ー
跡
に
も
建
築
中
で
あ

る
。 


